
生産性の飛躍的向上

西蒲原地域の土地改良 ～新川流域土地改良事業～

国営新川農業水利事業
・新川本川の改修 ・新川右岸外６排水機場の造成等

昭和２２年度～昭和４８年度

戦 後 の 土 地 改 良 の 歩 み

戦後の土地改良の歩み

国営鎧潟干拓建設事業
・干拓地の造成 ・背後地の排水改良

昭和３３年度～昭和４３年度

国営新川二期農業水利事業
・新川河口排水機場の造成等

昭和４２年度～昭和５４年度

国営西蒲原排水農業水利事業
・大通川放水路（新川に集中する排水を分散する
ため日本海に直接排水）の造成等

昭和５５年度～平成１５年度

国営新川流域農業水利事業
・新川河口排水機場の更新
・新川右岸排水機場の更新

平成30年11月9日、巻文化会館にて完工式を挙行
関係者約200名で事業完了の喜びを分かち合いました

平成１８年度～平成３０年度

国営新川流域二期農業水利事業
・旧木山川外３排水機場の更新
・新川河口自然排水樋門、２排水路改修

平成２６年度～（実施中）

西 蒲 原 地 域 の 農 業 の 発 展

水害の防止

低湿地のため、江戸時代から戦後
までの350年間に約100回の洪水
被害が発生。
1818年の新川開削以降、多くの治
水事業に取り組み、大穀倉地帯へ。

排水改良とほ場整備の展開
により、大型機械の導入及
び、経営規模の拡大が進み
、水稲以外の作物の導入も
可能となった。
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西蒲原地域の水稲労働時間の推移

（▲76.4%）

ブランド化等の取組

都市近郊の立地条件を生かし、
高品質な農産物のブランド化
や六次産業化を展開。

「いもジェンヌ」
を使用したスイーツ

ブランド枝豆「黒崎茶豆」
燕市吉田本町地区の
「もとまちきゅうり」

かつては多くの潟が広がる低湿地であり、排水との戦いの連続でした地 図 で み る 西 蒲 原 地 域 の 今 昔 新 川 に お け る 工 事 の 変 遷

○２００年前に始まった新川開削工事や幾多の土地改良事業により大穀倉地帯へ○ かつては多くの潟が広がる低湿地であり、排水との戦いの連続でした

本地区では、さらに最先端技
術の導入も始まっています。


